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　東洋大学の学祖井上円了は大正 8（1919）年 6 月，講演に赴いた中国・大連で亡くなった。2019
年で没後100年を迎える。また，2018年は円了の生誕160年，そして円了より10歳年下で，1868年に
生まれた能海（のうみ）寛（俗名ゆたか・法名かん）の生誕150年にあたる。能海寛は河口慧海と
同じように，哲学館に学んだ後，チベット探検に出かけた青年僧であった。
図 １　能海寛中国・チベット旅行の軌跡
出典：井上円了記念博物館　特別展「哲学館人物伝　能海寛─見果てぬチベット」展示パネルより
注：図中の省国境線は現代のもので，当時のものではない。
　この機にあたり，「能海寛研究会」と，能海の出身地に所在し，能海資料を保管する島根県浜田
市金城民俗資料館・浜田市金城歴史民俗資料館（両館は道路を挟んで向かい合って建っている。以
下，両館を合わせて単に能海資料館という），および島根県松江市の「中村元記念館」がそれぞれ
能海寛記念事業実施を計画されていた。これに呼応して､ 東洋大学でもアジア文化研究所と井上円
了記念博物館を中心に，能海寛生誕150年記念事業を実施し，能海寛の業績を顕彰することとした。
　アジア文化研究所は，ちょうど20年前の1998年に「チベット行百年記念　河口慧海・能海寛　二
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人の先駆者の生涯と今日的意義」と題するシンポジウムを行っていた。その時の記録は『東洋大学
アジア・アフリカ文化研究所　研究年報』第33号に掲載されている。この時も今回も，飯塚勝重氏
が，能海寛研究会と連携して，東洋大学に於いての企画発起を行った。
　アジア文化研究所と井上円了記念博物館は，2017年度から協力の相談，準備を始め，東洋大学に
2018年度特別予算の請求をした。アジア文化研究所では 1,380千円の請求に対し，1,104千円が認め
られた。2018年度に予算執行が可能になったので，2018年 5 月初めに以下の能海寛生誕150年記念
事業実施委員会を組織し，発足した。
名誉委員長　竹村牧男学長
実施委員長　後藤武秀 アジア文化研究所長（記念シンポ統括）
実施副委員長　森公章 井上円了記念博物館長（記念展示統括）
実施副委員長　相楽勉 東洋学研究所長
実施委員　松本誠一（アジア文化研究所運営委員。記念事業総務）
実施委員　千葉正史（アジア文化研究所および博物館運営委員。両機関連絡）
実施委員　飯塚勝重（アジア文化研究所客員研究員。シンポ企画・能海寛研究会交渉）
実施委員　北田建二（展示）
実施委員　出野尚樹（展示）
実施事務総括　福満ゆき　アジア文化研究所
　シンポジウムの計画を固め，実施に向けて進めているとき，予算不足が心配されたので，一般社
団法人・東洋スポーツ文化社団（代表理事会長　木村得玄氏）に申請して，東洋大学に対し 75,000
円の奨学寄附金をいただいた。アジア文化研究所での活動に用途指定された寄附金である。
　博物館展示に関しては， 5 月20日と21日にかけて，北田氏と松本が島根県に出張し，浜田市金城
町の能海寛出身の浄蓮寺の当代住職，能海教信師，および浜田市金城民俗資料館・浜田市金城歴史
民俗資料館の館長であり，能海寛研究会事務局長でもある隅田正三氏を訪ねて，準備過程での資料
提供などに感謝するとともに，資料展示とシンポジウム開催に関する計画実施が本決まりになった
ことを報告，候補資料の現物を確認しながら，具体的な協力内容について協議した。同時に資料館
に展示されている能海資料中の借用候補資料のサイズ，保存状態を検分した。倉庫に保管されてい
る資料に関しても説明を受けた。北田氏は後日，①資料調査，②能海資料館から東洋大学に向けて
の美術品運送業者による資料搬出作業への立ち合い，③展示終了後の返送作業への立ち合いのため，
島根出張を重ねた。展示に関する詳しい内容は，次に掲載する北田建二氏の報告に委ねる。
　シンポジウムは2018年10月20日13-17時に白山 2 号館16階スカイホールで開催した。「能海寛生誕
150年記念シンポジウム　新仏教徒　能海寛─哲学館からチベットへ」と題した。シンポジウム
の次第は以下のとおりである。
開会
記念事業開催挨拶　竹村牧男（東洋大学 学長）
記念事業実施挨拶　松本誠一（東洋大学 教授）
総合司会　後藤武秀（東洋大学 教授）
第 1 部　基調講演
隅田正三（能海寛研究会 事務局長）「能海寛が実践した『新仏教徒運動』」
岡崎秀紀（能海寛研究会 会長）「哲学館で育んだ能海寛の『世界仏教への道』─主著『世界に於
 91
─　　─（　　）149
ける仏教徒』（明治26）とその背景」
三浦節夫（東洋大学 教授）「仏教近代化の先駆者─井上円了と能海寛」
第 2 部　パネルディスカッション「新仏教徒　能海寛への視点」
江本嘉伸（地平線会議 代表世話人）「今　能海寛を考える」
千葉正史（東洋大学 教授）「清末中国奥地の郵便事情─能海寛の手紙より探る」
飯塚勝重（東洋大学 アジア文化研究所）「新仏教徒能海寛の宗教的心情」
奥山直司（高野山大学 教授）「『能海寛を研究する』から『能海寛に学ぶ』へ」
討論
閉会
竹村学長
前列左から隅田正三・岡崎秀紀・竹村牧男・江本
嘉伸・奥山直司。後列左から松本誠一・後藤武秀・
飯塚勝重・三浦節夫・森公章・千葉正史
　本報告では基調講演，およびパネル報告を担当された全員から原稿をいただいた。
　本事業の実施にあたって，多くの方のご支援，ご協力を得た。急な資金援助の要請に応じていた
だいた一般社団法人・東洋スポーツ文化社団，学長はじめ上述の実施委員および報告者・寄稿者の
皆さま，アジア文化研究所で展示とシンポジウムのポスター作製に意匠を凝らしてくれた山口匠・
高野敦子の両氏に感謝の意を表する。
  （文責 松本誠一　研究員）
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